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静岡地学 45号(1982)

にお る地 と活断

高等学校郷土研究部本

はじめに

1976年 8月の 知 で、 氏が、

した。

トラフを中心とする

として

制定されを中心とする

るに歪った。このようにして

ている O 同時に、それと

ている O たとえば、 1974

も

したわけだが、いぜんとして

し

(M = 7. 0)そ1978 

ある O このよう

はこのよう

にまと

して 1980

ける

地沖

のうち、はじ

と つ

50 iこ{芦 よびその し 57 より ル〕

以下のようになる O

昭和 5 11月 26日(1930 ) 

伊東地 11月 11日より あっ

くずれ

昭和 49 5月 9日( 974) 

O 

一部破損 711、

昭和 53 1月 14自(1978 ) 

25入、

ケ所、持越鉱山の鉱さし

昭和 55 11月 29日(1980 ) 34. 9
0 

17、 8入など

139. 0
0 

M 7. 0 

く、 272入、

2--3m') と、

138.8
0 
M=  6. 9 

78入、

139. 3
0 

M 7. 0 

2"'5月

2， 165ミ山く

る

1978 

くずれ 191

!へ流入。

139. 2
0 

11 ヱ 6.7

これらの地震の

小出ほか、 1979;など〉。そ

れも によって

とは、

も

したことが知ら いる(たと

のことなのであろうか。

近き時代

問、 1928)と

それでは、

り

されている O

にはどのような

ふ
C の大いなる断

めて

されるところとなっている O

し、それらは、どのような し

ているのであろうか。 しでまとめてみたい。 についてを九
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近の地j欝活動の被害報告を中心として多くの報告書が提出され、日本において最も詳細に活断層調査

が成された地域の 1つに数えられている(たとえば、松田， 1972， 1979 地質調査所， 1978 

新

の
1980 )。 本研究においては、

の性格@特徴等が、最も詳しく

を使用した。同額では、

に渡り、 され、かっ、現地

されている地質調査所(1978)による 5万分の l

の確実性は、以下のように底分されている。

1 e 、 的@地形 確認断麗…・一 1a " 1 b 1

i

η

，

ム

Q

U

.2b 

・3b 、1)ニアメント…… 4. 3 a 、

は、これら怪分の中における、 1. 2. につ

しγζ t '¥ t.こ。

した

し

より言己してみると

うちの 3つの ついて、

7. 0) . 

母山伏峠場

事

場丹那

窃 @ の

6. 9 )…… 

7. 0 )…・ 重量 山

る

に関する 3 、t'¥つ どこに( y くら t'¥( 〉の内において

測さ ょう O どれく

らいの について、 り

る る となる 田(1 975 ) のような

ものカ

の

0
5
ないし 10

6
じて 向きと さ るG

には 1つの はそ ごとに がある O

ある

る式としては

L 1. M -7. 99 (1 ida 1965 

Log L O. 6 M - 9 (桧出 1975 日本内

ここでLは の のマグニチュード。

は

ついて

るので

めて

いて に罰して

る 、5 のl原図に示さ いる
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騒乱

A 、

B 、

C 、

11 

D、変位方向

10 

主〉

i部警による〉

1 a、lb)

2 a 、2b)



関の両端の長さをディノマイダーで計測し、その長さをL也とし、 (2)式に代入しMを求めた。その

結果は別表のとおりであり、いずれもM<6.5となった。
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表 2. 準確実活断層
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問題点

以上のように

うに断 ら地

ついて、松田

「活断層から、地

半島内 られる

る

る

ヒ〉 る の 行なってみたが、このよ

あることも承知していただきたい。この

いただくことができた。

、いくつか試みられていますが、 も

用いるのが、最もふつうです。しかし、この 、々 がありま

いられますが、 Lは一つの であればもその が、ふつ

う大地震では、いくつかの

Lとしても五在との

分布している

じますn そ

したがって、

にその

、それらの

のように、たくさんの して

に、ど

にそのようして、そ

ことを のレポートでは、 断 々iこ

ザ

'- ら

と患いました。ま LとMの関係式はも M>6.5 

りも小さし1

このようなことから、

立たないと るo

もこのような

はもまだまだ

した

り、 (2)式に代入すると 7. 23となりも

るO しかしも

こと問、

そのた

され

とし1う

の日 のじみちな観測が何よりも となるだろう O そう

l'lつ(時間)、どこで(場前)及びどのく いの

56 工 研

まと たものであるG

り下さった。なお、 において

ながら く 礼申し上げま

12 -

し 々

ませんG そのことも知っていて欲しい

わ なのでもそれよ

あります。 J

なものであり、 あまり役

ると約27.6 とな

のマグニチュード7.0とほ

るO

る

られる O

の地 いては日 分秒

る

るため

な

ょう O

に必要Aな文献を

から

の研

には

氏にお手数をおかけした。以上の方々



引用文献

地質調査所 (1978) 5万分の 1r伊豆半島活新j畜図J及び関説明書
活断層研究会(1980) r日本の活断層J東京大学出版会
小出仁 e 山騎晴雄@加藤碩ー (1979) r地震と活断層の本J国際地学協

松問時彦(1972) 1930年北伊豆地震の地震断層、東海大学出版会「伊豆半島JP. 73 --93 

桧由時彦(1975 )活軒麗から発生する地震の規模と居期について、地震、第 28巻 P. 269 --283 

松田時彦(1977 )伊立半島天城山題辺の活断層調査、地震研究所嚢報、 Vo152 P. 223 '"'-' 234 

田文男(1928 )活新層の 2種.類、地理学評論、第 3巻 P. 980 --983 

天文台(1981 )盟科年表@昭和 57年販 P. 780 '"'-' 808、

- 13 


